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感謝まつり特集：準備

12月に開催した「感謝まつ
り」について、詳しくお伝えし
ます。

【雪の結晶のような飾り作り】
折り紙を折って切り込みを入

れると、雪の結晶のような形に
なります。切った後に開くと、
思いがけない美しさに。子ども
達は、開く時にいつも歓声をあ
げていました。
余丁町小にも、この繊細な作業が得意な教職員がいて、感

謝まつりのためにいくつも作成してくれました。
作った雪の結晶は、飾りとして台紙に貼りクリップを付け

ます。磁石が付いた釣り竿も用意すると、「冬物釣り」コー
ナーの出来上がり。

～No.1２1～
１月の予定

【しおり作り】
入院に付き添ってくれている家族は、空いた時間に本を読

んでいることがあるそうです。家族のためにしおりを作りた
い！そんな思いから、しおり作りは始まりました。
感謝まつりには小さい子が来てくれるかもしれないので、

自分で塗り絵ができるしおりも用意しました。

準備が間に合わず、子ども達は病室に用紙を持ち帰って描
いていました。そしていよいよ本番です！ 前日に、自分たちがお

客さんになってリハー
サル！



【わかまつ学級にお客様が！】
看護師さん、お医者さん、ソーシャル

ワーカーさん、薬剤師さん、事務の方々
など、勤務されている多くの方々が来て
くださいました。余丁町小学校からは、
授業時間なので教職員代表として副校長
先生が登場。子ども達は、本当にたくさ
んの大人に見守ってもらっていることを
実感していました。
入院中の園児も、保護者の方と一緒に

来て楽しんでくれました。小さい子が楽
しんでいる様子に、年上として目を細め
る子ども達でした。

【入院病棟へ。訪問販売のお店屋さん！】
子ども達が今回どうしても実現したかったのが、

この「訪問販売」。入院中は、治療の関係で病棟
からは出ない約束になっていたり、治療時間と重
なって行けなかったりする子どもがいることをよ
く知っています。また、来られる大人がいるとい
うことは、逆に病棟を離れられない大人がいるこ
ともよく知っています。

感謝まつり特集：本番

小さい子も来て
くれてうれしい！

【冬の飾りを釣るお店】
児童は、お客さんにまず釣竿を選

んでもらいます。初級用は強力な磁
石、上級用は弱くてくっつきにくい
磁石の釣り竿です。ゲーム性を高め
るアイデアも子ども達の発案。楽し
んでくれている様子に、お店屋さん
も嬉しそうです。

【輪ゴム鉄砲と的当てのお店】
輪ゴム鉄砲は、割り箸を使わず、指を鉄砲型

にして輪ゴムを掛けて撃ちます。昔ながらの撃
ち方ですが、これも子ども達の発案です。「懐
かしい！」と、大人のお客さんは喜んでくれま
した。
小さい子には、床に置いたダーツの「まと」

にボタンを投げて点数を競う的当てです。お客
さんの希望を聞いてテキパキと進めていました。

こんなにたく
さんの方々が
来てくださっ
たのは、初め
て！

プレゼントする冬の
飾りやしおりを持って
病棟に戻りました。看
護師さんと一緒に廊下
を回って、お互いに安
全で負担のない形で渡
しました。

開催に当たっては、各部署に連絡を取って
くださったり、実現可能性を高める方法を考
えてくださったり、皆様にお世話になりまし
た。本当にありがとうございました！


